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液 体 ビ ス マ ス の 音 速

東北大金研 竹 内 栄

宮城教 育大 吉 間 達 雄

宮城教育大 鈴 木 弘 志

超音波を用いての音速の測定法にはいろいろあるが,液棟金属甲音速測定に

用いられるのは次の 5方法で あるo 1)パルス法, 2)パルス比較法, 5)パ

ルス干渉法｡この中で 500℃ 以下の比較的低融点の金属の精密測定には 2)

と5)の方法が 用いられる｡これ等の方法を用いての測定結果に よると, Na,

K ,Bi,In,Snなどは比較的正確に測 られ, 0,5-0,5?//0位の誤差の範観内で測

定 されている｡ 一方Cd,Pb などはData がまち まちで一定せず, 5- 50/O位

の誤差がでているO 低 融点金属には, このよ うに精密に音速が測れるもの と測

れない もの とが存 在す るが,その原 因は分 らないく,叉パルス干渉法による場合

には,ほぼ 400℃ 附近になる とパルス波は液体金 属中に よ く伝播するよ うだ

が干渉が な くな って くるが,溶融塩では 1200℃位 まで測れるものが存在する

が, これ も原 因は分 らない｡ さてBiの音速については,先の液体金属の国際

会議 (1.967)でWebber,Stephehs 等が融点での音速は 1▲649rIレ/see

であるが,温度が上昇す るにつれて 400℃ まで非直線的に下ると発表 した｡
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これは先に 托 11,Puoff (1965)が Bi の音 速は融点で 1645rB/S′ec だ
I

が, 290oC 附近 までは変 らず, 298oC か らノ4DOoC まで非直線的に下ると

発表 したものl,71対 して,行なわれたもので ある O この二つの発表か らみ るとBi

の音感には二つの問題点があるO-つは融点以上 20-30℃の間音速一定の部

分が あるか と言 うことと,音速の温度に対する非直 線性の問題である｡これに

対して多 くの精密測定を行な ったが,融点以上での音速一定の温度範囲は存在/

しないらしいことは判明したが.音速の非直 線性が存在するか どうかは末だよ

く分 らない｡
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液体金属におけるイオy問相互作用

と分子論的性質

北 大 理 下 地 光 .雄

液体金属中でイオン同志が及ぼ しあう相互作 用ポテンシ′ヤルの具体的な形は

現在の所,回折実験値に好 して液体論 におけ るfk'rn-Green,Percus-Yevick

などの積分方程式を剛 ､て求められている0 1)しか し I) 実験 data の誤差,

iI)積分方程式 自体に含まれる近似に よる誤差などにより定量的精度につ いて

は尚将来の発展にまたねはならない o Mik｡1｡棒 よぴPi｡gs私 ,アルゴンの回

折実験の結果を王せNC.PYの積分方程式を用いて解析 したが,その賠果, ポチ

y Vヤルの谷の深さが密度 と共虻変化 してお り,多体力の効果を無 視 し得ない
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